
　

中
学
２
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

中
学
２
年
生
が
作
っ
た
新
聞
で
す

本校では、生徒の力を最

大限に伸ばす学習の取り組

みを行っている。「習熟度

によるクラス分け」や「基

礎学力向上講座」のほか、

本校独自の「地域国語」や

「地域社会」などで、科学

の甲子園や知的書評合戦の

ビブリオバトルなどの学術

大会で好成績を収める実績

にもつながっている。

「習熟度クラス」では、

国語・数学・英語は、基礎

からしっかり学習したい生

徒対象の「αクラス」、発

展内容に挑戦したい生徒対

象の「βクラス」に分かれ

る。クラスを分けることで、

より生徒の集中力と理解度

が上げられる。基礎を学び

直したい生徒には、決まっ

た曜日に自習室や基礎学力

向上講座が午後９時まで実

施されるなど、苦手科目を

フォローするシステムもあ

る。

地域の諸問題について深

く考える科目も設定されて

いる。「地域国語」では文

章の書き方を学んだ後、地

元新聞を使って関心のある

テーマを見つけて感想文や

意見を作成。「地域社会」

では、グラフなどを基に地

域の特徴を調べてまとめた

り、どのようなことが問題

になっているかを考えたり

する。

成果の一環として「科学

の甲子園・科学の甲子園ジ

ュニア」「英語弁論大会」

「全国高校ビブリオバトル」

「全国高校俳句選手権大会」

など、各種学術大会で好成

績を上げている。また、多

くの作文コンクールや全国

規模の俳句・短歌コンクー

ルでも受賞者を出すなど、

学校での学びだけではな

く、自分の才能を発揮する

生徒がたくさんいる。地域国語でタブレットを使って調べながら作文をする生徒ら

本
校
に
は
、
自
分
た
ち
の
や
っ

て
み
た
い
と
思
う
部
活
動
に
入
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
。

運
動
部
で
は
、
剣
道
部
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
、
水
泳
部
が
活
躍
。

ハ
ワ
イ
で
伝
統
的
に
踊
ら
れ
て
い

る
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
る
フ
ラ
部

は
、
湯
梨
浜
町
な
ら
で
は
の
珍
し

い
部
活
の
一
つ
だ
。

文
化
部
に
は
、
美
術
部
や
科
学

部

ク
イ
ズ
研
究
会

数
学
研
究

会

Ｅ
Ｓ
Ｓ

料
理
部
な
ど
が
あ

る
。
中
で
も
、
多
種
多
様
な
動
物

が
い
る
生
物
部
が
特
徴
的
だ
。
チ

ン
チ
ラ
の
「
あ
ん
こ
」
は
本
校
の

ア
イ
ド
ル
的
存
在
で
、
ヤ
ギ
や
リ

ス
、
デ
グ
ー
な
ど
個
性
豊
か

な
動
物
た
ち
も
い
る
。
セ
ラ

ピ
ー
犬
と
し
て
活
躍
す
る
ス
ク

ー
ル
ド
ッ
グ
の
存
在
も
大
き
い
。

書
道
に
ダ
ン
ス
を
加
え
た
書
道

部
の
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
引
っ
張
り
だ

こ
。
囲
碁
・
将
棋
部
は
今
年
、
将

棋
部
門
が
鳥
取
県
代
表
と
し
て
近

畿
高
校
文
化
祭
福
井
大
会
へ
団
体

戦
出
場
を
決
め
る
快
挙
を
果
た

し
、
合
唱
部
も
昨
年
、
第

回

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
中
国
大
会
に
出
場

し
た
。
俳
句
部
は
最
近
、

た
く
さ
ん
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
活
躍

が
目
覚
ま
し

い
。

県
内
で
も
珍
し
い
ヤ
ギ
を

飼
育
す
る
生
物
部
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【
学
校
名
】
湯
梨
浜
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

【
所
在
地
】
湯
梨
浜
町
田
畑

の
１

【
校
長
名
】
岩
田
直
樹

【
生
徒
数
】

２
７
２
人
（
中
学
１
０

１
人
、全
日
制
高
校

人
、

通
信
制
高
校

人
）

【
沿

革
】

２
０
０
６
年
４
月

開
校
。
全
日
制
課
程
普
通
科
の
設
置

２
０
１
５
年
４
月

通
信
制
課
程
普
通
科
の
設
置

２
０
１
６
年
７
月

校
名
を
湯
梨
浜
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
に
変
更

【
教
育
目
標
】

科
学
技
術
創
造
立
国
を
支
え
る
人
材
育
成
、
ま
た
国
際
社
会
で
活
躍
で

き
る
人
材
輩
出
の
た
め
、理
数
教
育
、そ
し
て
語
学
教
育
に
力
を
入
れ
る
。

本
校
で
は
、
国
公
立
大
や
私
立
大
に
進
学

す
る
生
徒
が
多
数
い
る
。
先
輩
方
の
主
な
進

学
先
は
次
の
通
り
。

北
海
道
大

東
北
大

筑
波
大

東
京
外
国

語
大

名
古
屋
大

医
学
科

大
阪
大

神
戸

大

九
州
大

金
沢
大

奈
良
女
子
大

鳥
取
大

医
学
科
含
む

島
根
大

岡
山
大

歯
学
科
・

薬
学
科
含
む

広
島
大

佐
賀
大

岐
阜
薬
科

大

大
阪
公
立
大

北
九
州
市
立
大

防
衛
医

科
大

自
治
医
科
大

岩
手
医
科
大

中
央
大

津
田
塾
大

東
京
理
科
大

早
稲
田
大

北
里

大

獣
医
学
科

金
沢
医
科
大

同
志
社
大

立
命
館
大

薬
学
科
含
む

大
阪
医
科
薬
科

大

医
学
科
含
む

兵
庫
医
科
大
ほ
か

学 校 概 要

進 学 先
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本
校
で
は
昨
年
度
か
ら
、「
医

療
・
福
祉
講
座
（
手
話
）
」
を

開
設
し
月
１
回
、
鳥
取
県
中
部

聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
講
師

か
ら
手
話
を
学
ん
で
い
る
。
そ

の
成
果
と
し
て
、
３
月
に
あ
っ

た
「
第

回
全
国
手
話
検
定
試

験
」
で
、
本
校
の
高
校
生
８
人

全
員
が
合
格
し
た
。

前
田
来
夢
さ
ん
（
２
年
）
は

「
手
話
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
を
広
げ
た
い

と
思
っ
て
検
定
に
挑
戦
し
た
。

手
話
を
知
る
と
、
考
え
方
に
も

広
が
り
が
出
た
」
と
話
し
た
。

さ
ら
に
、
学
習
を
深
め
て
上

位
級
を
目
指
し
た
い
と
意
欲
を

見
せ
る
生
徒
も
い
る
。

岩
田
侃
大
さ
ん（
同
）は
「
学

習
を
進
め
る
う
ち
に
、
手
話
の

奥
深
さ
や
面
白
さ
を
よ
り
感
じ

た
。
将
来
、
１
人
で
も
多
く
の

方
と
話
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て

学
ん
で
い
き
た
い
」
と
将
来
展

望
を
語
っ
た
。

本
校
は
「
今
後
も
医
療
や
地

域
の
活
性
化
を
目
指
す
生
徒
を

育
成
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て

い
る
。

全国検定試験に８人合格
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手話の練習をする生徒ら

本校では、米領グアムやオース

トラリアなどの英語圏の国で海外

研修を行っている。６年間で２回、

海外に赴く。生きた英語に触れ、

これまでの学びを実践する貴重な

機会だ。

昨年度は、オーストラリアで５

日間の研修を実施した。農場体験

やグリーン島での海洋学習などを

通じて、現地の文化や言語を学ん

だ。

滞在期間中、多くの生徒の印象

に残るイベントがファームステイ

だ。生徒が３～５人に分かれ、各

家庭で農作業や食事の準備を手伝

った。食後には家族や日本文化な

どを英語で紹介して交流を深める

など、英語力が鍛えられるだけで

なく、英語を話すことに対する自

信も付けることができた。

当時、高校２年生で生徒会長だ

った渡辺紘子さんは「ステイ先の

ホストファミリーはとてもフレン

ドリーで、英語での自己紹介や将

来の夢、地元の自慢話や世間話な

どで盛り上がった。ケアンズは優

しい笑顔にあふれた美しい町で、

機会があればまた訪ねたい」と笑

顔で話した。
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⇔
⇔
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英
語
圏
の
国
に
海
外
研
修

ス
テ
イ
先
の
家
族
と
交
流
を
深
め
る
生
徒
ら

本
校
に
は
、
多
彩
な
学
校
行
事

が
あ
る
。
保
護
者
に
好
評
の
外
部

講
師
を
招
い
た
「
教
育
講
演
会
」

を
は
じ
め
、
学
園
祭
の「
夏か

梨り
ん

祭
」
、

縦
割
り
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
「
運

動
会
」
、
ク
ラ
ス
一
丸
と
な
っ
て

発
表
す
る
「
音
楽
会
」
、
中
学
生

と
高
校
生
が
交
流
す
る
「
遠
足
」

な
ど
が
行
わ
れ
る
。

特
に
夏
梨
祭
は
、
全
校
生
徒
が

協
力
し
な
が
ら
臨
む
学
園
最
大
の

催
し
だ
。
ど
の
企
画
も
全
て
の
生

徒
に
活
躍
す
る
場
が
与
え
ら
れ
、

「
皆
が
主
役
」
に
な
れ
る
こ
と
が

魅
力
で
あ
る
。

初
日
は
、
劇
や
ダ
ン
ス
な
ど
の

ク
ラ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ク
ラ

ス
の
思
い
を
形
に
す
る
ク
ラ
ス
ア

ー
ト
の
発
表
が
あ
り
、
練
習
段
階

を
含
め
て
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
の
仲

が
よ
り
深
ま
る
。

英
語
弁
論
や
暗
唱
ス
ピ
ー
チ
を

発
表
す
る
生
徒
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）

の
研
究
発
表
総
仕
上
げ
を
英
語
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
生
徒

な
ど
、
自
分
の
取
り
組
み
を
表
現

で
き
る
機
会
も
あ
る
。

２
日
目
に
は
、
み
ん
な
の
心
が

一
つ
に
な
る
こ
と
が
重
要
な
合
唱

の
発
表
が
あ
る
。
ク
ラ
ス
ご
と
に

出
す
模
擬
店
で
は
、
準
備
か
ら
販

売
ま
で
、
全
て
生
徒
が
中
心
と
な

っ
て
運
営
す
る
。
ジ
ュ
ー
ス
や
菓

子
な
ど
の
食
べ
物
や
縁
日
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
種
類
の
店
が
出
る
た

め
、
大
盛
況
と
な
る
。

最
後
に
は
、
学
年
の
垣
根
を
超

え
て
全
校
生
徒
が
笑
顔
に
包
ま
れ

る
。
こ
れ
か
ら
も
新
た
な
感
動
を

巻
き
起
こ
し
た
い
。

学
園
最
大
の
学
校
行
事

夏
梨
祭

心
を
一
つ
に

息
の
合

っ
た
合
唱
を
披
露
す
る

中
学
２
年
生
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本
校
は
本
年
度
か
ら
、
国

際
的
な
科
学
技
術
人
材
の
育

成
を
図
る
文
部
科
学
省
の

「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル

Ｓ
Ｓ
Ｈ

」
の

指
定
校
と
な
っ
た
。
自
然
科

学
と
人
文
・
社
会
科
学
の

「
知
」
を
融
合
し
た
先
進
的

な
理
数
系
教
育
に
関
す
る
研

究
開
発
な
ど
に
取
り
組
む

「
文
理
融
合
基
礎
枠
」
で
の

指
定
校
は
県
内
初
と
な
る
。

生
徒
は
、
体
験
型
探
究
活

動
の
一
環
で
、
理
化
学
研
究

所
放
射
光
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
（
兵
庫
県
佐
用
町
）
な
ど

で
研
修
。
今
後
は
「
地
域
の

活
力
を
引
き
出
し
、
恒
久
的

に
環
境
保
全
を
実
現
す
る
科

学
的
人
材
を
育
成
す
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
を
テ

ー
マ
に
、
地
域
や
企
業
と
連

携
し
な
が
ら
科
学
的
探
究
心

と
情
報
発
信
力
を
学
ぶ
。

こ
れ
か
ら
も
超
進
学
校
と

し
て
の
学
び
の
良
さ
は
そ
の

ま
ま
に
、
地
域
に
根
付
き
、

地
域
と
共
に
生
き
る
環
境
保

全
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
な
る

こ
と
を
生
徒
は
目
指
す
。

地域に根付いた

科学的人材を育成

Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
に
選
出

理化学研究所の施設で研修する生徒ら

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

∨ ¬¬¬¬¬¬¬¬

（２０）２０２４年 (令和６年 )８月６日　火曜日( 第３種郵便物認可 ) （２０）２０２４年 (令和６年 )８月６日　火曜日( 第３種郵便物認可 )


